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北九州市非核平和都市宣言 

 
平和な世界の実現は、人類共通の願いです。 

 
私たちの国、日本は、世界で唯一の核兵器の被爆国として、 

この地球上で再び広島や長崎の惨禍を繰り返してはならない 
ことを、世界の人々に強く訴え続けてきました。 

 
    私たち北九州市民は、長崎に投下された核兵器の第一目標が 

小倉であったことを重く受け止め、核兵器の恐ろしさ、戦争の 
悲惨さ、平和の尊さを、次の世代に伝え、核兵器のない、戦争 
のない、平和な世界を築いていかなければなりません。 

 
    よって、私たちは、命と平和の大切さを深く認識し、核兵器 

の廃絶と平和な世界の実現のために歩み続けることを誓い、 
ここに北九州市を非核平和都市とすることを宣言します。 

 

平成２２年２月１０日 北九州市 

 

 

 

北九州市は、長崎に投下された原爆の第一投下目標であった経緯を踏まえ、平成  

２２年２月１０日に「北九州市非核平和都市宣言」を行い、市民の皆さんとともに、

平和な世界の実現に向けて努力することを宣言し、戦争の悲惨さや平和の尊さを伝え

るための様々な取り組みを行ってきました。 

戦後８０年近くが経過し、戦争の記憶が風化することが懸念される中、若い世代を

対象にした取り組みが特に重要であることから、小・中学生、高校生の皆さんを、長

崎市が主催する「青少年ピースフォーラム」に派遣するほか、８月９日に親子で長崎

市に訪問する事業や、「嘉代子桜・親子桜」の学校・公園への植樹など、戦争の悲惨さ

や平和の尊さについてじっくりと考えることのできる機会を設けています。 

皆さんは北九州市の代表として、長崎市の「青少年ピースボランティア」とともに、

被爆遺構・被災資料の見学、被爆体験者の講話聴講やボランティア活動を行い、次の

世代を担う若者同士の交流を深め、改めて平和の大切さを考えていただきたいと思っ

ています。 

そして、北九州市と長崎市の同世代のつながりを作り、これからも引き続き、戦争

の悲惨さや平和の尊さについて伝える活動に取り組んでいただきたいと考えています。 

 

 
 

  

事業の目的 
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■参加者 

◎：班長、○副班長 

■引率者 

原 昭仁 北九州市総務局 平和のまちミュージアム事務局 主査 

鈴木 大地 北九州市総務局 平和のまちミュージアム事務局 主任 

三好 勝嗣 引率ボランティア（北九州市立大学） 

小茅 美晴 引率ボランティア（九州国際大学付属高等学校） 

氏名 ふりがな 班 班長 学校・勤務先等 学年等 

出口 菜名子 でぐち ななこ 

Ａ 

◎ 九州女子大学 ４ 

原田 歩美 はらだ あゆみ ○ 九州女子大学 ４ 

寺﨑 百音 てらさき もね  北九州市立大学 １ 

宮田 らな みやた らな  西南女学院大学 ３ 

高瀬 颯太郎 たかせ そうたろう  北九州市立大学 １ 

森 はるな もり はるな 

Ｂ 

◎ 九州女子大学 ４ 

小路 麻央 しょうじ まお ○ 西南女学院大学 ３ 

奥浜 日向子 おくはま ひなこ  北九州市立大学 １ 

藤村 日和子 ふじむら ひなこ  北九州市立大学 １ 

菱井 丈琉 ひしい たける  北九州市立大学 ２ 

政岡 由璃那 まさおか ゆりな 

Ｃ 

◎ 九州女子大学 ４ 

道城 有紗 みちしろ ありさ ○ 西南女学院大学 ３ 

茂木 士憧 もぎ しどう  北九州市立大学 ２ 

吉牟田 楓乃音 よしむた かのん  北九州市立大学 １ 

参加者名簿 
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7:00 起床

7:15 朝食（宿泊施設内）

8:30 市役所本庁舎集合（南口玄関前）  ・出発準備を整えて朝食

8:50 出発式後、出発 8:30 宿泊施設 発

移動 ▶ 高速道路PAで10分休憩 × 2回 9:00 平和公園 着（平和祈念像前 集合）

 （基山PA・大村PA） ●運営業務ボランティア

■DVD｢二重被爆 語り部 山口彊の遺言｣視聴  ・⻘少年ピースボランティアとともに⾵船

 【独自学習】   配り等

12:00 昼 食 10:30 ●『市⺠大⾏進』出発式

12:50 昼食会場 発 10:40 ●⾏進（国道コース）

13:10 ■城山小学校 見学（60分）【独自学習】 11:00 爆心地公園（行進）着

 ・嘉代子桜前で記念撮影📷
14:10 城山小学校 発  ・黙祷、バルーンリリース 等

14:25 ■⻑崎原爆資料館 見学（85分）【独自学習】 11:20 『市⺠大⾏進』終了

 ・⻑崎原爆資料館⼊口で記念撮影📷
15:50 ⻑崎原爆資料館（徒歩）発  ・⻘少年ピースボランティアとともに⽚付

15:55 ⻑崎原爆資料館 会議室 着   け 等

16:00 ■被爆体験者講話聴講（60分）【独自学習】 12:20 爆心地公園（徒歩）発

 ・講話者：三瀬 清一朗 氏 12:30 ⻑崎原爆資料館 駐⾞場 発
      (みせ せいいちろう氏)  ・⻘少年ピースボランティアとともに移動

17:10 ⻑崎原爆資料館（徒歩）発 13:00 ■昼 食（⻘少年ピースボランティアと交流）
17:15 夕 食  ・⻘少年ピースボランティアと食事
18:05 ■ミーティング（85分）【独自学習】  ・⻘少年ピースボランティアとの交流会
19:30 夕食･ミーティング会場 発  ・「交流会会場」で記念撮影📷
19:50 宿泊施設 着  ・自由時間

15:00 昼食会場 発
 1日目 終了 移動 ▶ 高速道路PAで10分休憩 × 2回

 （金立PA・古賀PA）
18:30頃 市役所本庁舎到着（南口玄関前）

 ・解散式 → 解散

10月27日（金） 10月28日（土）

●運営業務ボランティア

●集会

行程表 
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７８年前の１９４５年８月９日午前１１時２分、愛するふるさと長崎市は、一つの原子

爆弾によって死の大地となりました。木々は燃え尽き、家は壊され、町は灰に埋まりまし

た。熱線や爆風により、たくさんの人々が犠牲になりました。かろうじて生き残った人々

の中にも、放射線などによる後遺症で、現在も苦しめられている方々がいらっしゃいま

す。 

 

その悲惨な出来事から７８年経った今でも、戦争や殺人事件、育児放棄、いじめなど、

心が痛むニュースを聞かない日はありません。世界も平和とは言えません。このような状

況の中、今を生きる私たちは、これから世界を平和にするために、どのようなことができ

るのでしょうか。 

 

西浦上中学校では、平和学習の一環として、被爆体験家族証言者の方から話を聞きまし

た。証言者の方は「怖い」という感情を乗り越えて僕たちに被爆者の経験を話してくださ

いました。その姿勢を通して、被爆者の方々の高齢化が進み、戦争の体験を語ることがで

きる方が少なくなる中、今後は私たちのように、実際に原爆を体験していない人が戦争の

恐ろしさについて知り、平和について発信していくことはとても大切なことだと強く感じ 

ました。 

 

また、私は、８月７日に長崎市役所で行われた、いわき市・長崎市生徒会リーダー交流

会に参加しました。東日本大震災や、それによって発生した福島原発の事故、またその後

の福島県の復興などの話をいわき市の中学生から聞きました。特に印象に残っているの

が、 まだ彼らが２歳だった頃、震災の時住んでいた家が流されてしまったという話で

す。自分と同年代の人たちが、このような悲惨な経験をし、それを乗り越えて、自分たち

の住む街のために、今、自分たちにできることを行動に移しているその姿に深く感銘を受

けました。 

 

このような学習を通して、今起きている様々な出来事から目をそらさず、実情を見つ

め、被爆者の方々から学んだことをもとに、一人一人の考えを被爆地、長崎から発信して

いく必要があると実感しました。 

 

私たちは、将来、二度と悲しいことが起こらないよう努力していきます。そのために、

過去の歴史に学び、威嚇や暴力ではなく対話によって高め合える社会、お互いの違いを認

め合い、尊重しあう民主的な社会を築くことを目指します。 

 

私たちは、平和都市「長崎」の市民として、平和な未来を築くために、自らができるこ

とを考え、実践していくことを、ここに宣言します。 

 

令和５年（２０２３年）１０月２８日 

長崎市立西浦上中学校生徒一同 

市民大行進宣言 
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◆事前研修会 (10 月 15 日(日)、19 日(木)、20 日(金) 北九州市平和のまちミュージアム) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆出発 （10 月 27 日(金) 北九州市役所 南口玄関前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆城山小学校・嘉代子桜 （10 月 27 日(金)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の様子 
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◆長崎原爆資料館 （10 月 27 日(金)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆被爆体験講話 （10 月 27 日(金) 長崎原爆資料館会議室 講話者 三瀬 清一朗 氏） 
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◆夕食～ミーティング （10 月 27 日(金) ホテルコンチェルト長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆市民大行進、ボランティア活動 （10 月 28 日(土) 平和公園 ほか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 8 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ピースボランティアとの交流 （10 月 28 日(土) 平和公園～ＡＮＡホテルクラウンプラザホテル長崎） 
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Ａ班 報告書 
出口菜名子、原田歩美、 

寺﨑百音、宮田らな、高瀬颯太郎 
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Ｂ班 報告書 
森なるな、小路麻央、菱井丈琉 

奥浜日向子、藤村日和子 
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Ｃ班 報告書 
政岡由璃那、道城有紗、 

茂木士憧、吉牟田楓乃音 
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令和 6 年 2 月 発⾏ 

■編集・発⾏ 北九州市総務局 平和のまちミュージアム事務局 

〒803-0813 北九州市⼩倉北区城内４番１０号 

■電   話 ０９３－５９２－９３００ 
■ホームページ http://www.kitakyushu-peacemuseum.jp 

 

公式 X はこちらから！ 公式 LINE はこちらから！ 

http://www.kitakyushu-peacemuseum.jp

